
 

 

１．科目名（単位

数） 
公民科指導法Ⅰ （2単位） 

３．科目番号 SSMP3442 

２．授業担当教員 荻原 邦昭 

４．授業形態 講義、演習 ５．開講学期 春期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
 

７．講義概要 

 公民科の目標は「現代の社会について主体的に考察させ、理解を深め、人間としての在り方生き方につい

ての自覚を育て、平和で民主的な国家・社会の有為な形成者として必要な公民としての資質を養う」であ
る。 
本科目では、学習指導要領で示される指導内容についての解説にとどまらず、授業実践事例について学ぶこ

とで、受講生の公民科指導能力の成長を理論と実践の両面から支援することを目指す。 
さらに、「公共的な空間を作る主体」「他者と協働する倫理的主体」「持続可能な社会づくりの主体」とし
て社会に参画する力を育む中核的な機能を果たすことが期待される今後の公民科のあり方（主権者教育な

ど）についても取り上げる。 
なお公民科指導法Ⅰでは、公民科科目のうち、「公共（現代社会）」に重点を置いて、その内容および指

導法について取り上げるものとする。 

８．学習目標 

1. 学習指導要領改訂の経緯、趣旨、要点及び公民科科目「公共（現代社会）」の基本的性格、目標、内容に
ついて理解し、説明することができる。  

2. 公共的な空間における基本的原理（民主主義、法の支配、自由・権利と責任・義務等）に関わる事象につ

いて理解し、説明することができる。 
3. 公民科科目「公共（現代社会）」の教育内容となる現代の諸課題について他者との議論を通して理解を深

め考察することができる。 

4. 「公共（現代社会）」に関する指導計画、単元指導案、学習指導案を作成することで授業づくりについて
学び、公民科の実践課題について考えることができる。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポ

ート課題 

【指導案と模擬授業】 

 作成された指導案と模擬授業（授業中に様式を指定する） 

【期末レポートの課題】 

□「現代社会の諸課題を具体的に一つ取り上げ、幸福、正義、公正に着目して考察せよ」 

※１，０００字～１，２００字程度で述べる。 

10．教科書・参考

書・教材 

【教科書】 

文部科学省『高等学校学習指導要領解説□公民編』東京書籍（以下、シラバス内ではテキストと呼称する。） 
【参考書】 
1．日本社会科教育学会編『社会科教育事典』ぎょうせい、2012。 

2．日本公民教育学会編『公民科教育事典』第一学習社、2009。 
3．文部科学省『高等学校学習指導要領』東山書房。 
【参考資料】 

高等学校学習指導要領（平成 29 年 3月告示 文部科学省） 

11．成績評価の規準

と評定の方法 

○成績評価の規準 

1. 学習指導要領改訂の経緯、趣旨、要点及び公民科科目「公共（現代社会）」の基本的性格、目標、内容に
ついて理解し、説明することができる。  
2. 公共的な空間における基本的原理（民主主義、法の支配、自由・権利と責任・義務等）に関わる事象につ

いて理解し、説明することができる。 
3. 公民科科目「公共（現代社会）」の教育内容となる現代の諸課題について他者との議論を通して理解を深
め考察することができる。 

4. 「公共（現代社会）」に関する指導計画、単元指導案、学習指導案を作成することで授業づくりについて
学び、公民科の実践課題について考えることができる。 
○評定の方法 

成績評価の規準 1～4についての達成度を以下の方法により評価する。 
・各受講生の参加意欲・態度（課題の提出状況も含む）について総合的に評価する。（30％） 
・各受講生の授業での発言・共同作業（模擬授業やディスカッションなど）の実態等から総合的に評価する。

（30％） 
・各受講生の知識理解や思考の深まりについて、作成した指導案・模擬授業の指導内容・レポートから評価
する。（40％） 

12．受講生への 

メッセージ 

「公共」は「現代社会」に代わって新設された科目である。この科目は自立した主体とは、国家や社会な

ど公共的空間を作る主体であることを学ぶとともに、社会に参画する際の選択・判断するための手掛かりと

なる概念や理論を、また公共的な空間における基本的原理を理解すること、現実社会の諸課題を政治的主体、

経済的主体、法的主体として自ら見いだすとともに、話し合いなどを行い考察、構想する学習を行う。そし

てさらに持続可能な社法会づくりに向けて、諸課題の解決に向けて構想する力、構想したことの妥当性など

を議論する力が求められている。そこで本科目では、「公共」の内容はもちろん、諸課題の探究方法や社会参

画の在り方などを学ぶこととする。このため、受講者は次の事柄を遵守することを望む。 

1．緊張感と集中力をもって受講する。 

2．質問、発表を積極的に行い、主体的に取り組む。 

3．欠席、遅刻、早退をしない。 

4．勝手な退室、講義と無関係な振る舞い、私語、居眠り、スマートフォンの操作などを慎む。 

  教員は次のことを実行する。 

1．講義のねらいを明確にし、シラバスに沿って講義する。 

2．声の大きさや話し方など受講者の立場に立って講義する。 

3．討議や発表、模擬授業など受講者が講義に参加できる環境に配慮する。 

4．受講者の質問には誠実に対応する。 



 

 

 

13．オフィスアワー 授業時間内に通知する。 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 
1)オリエンテーション（シラバス確認） 
2)公民科教育の意義を考える 
課題：「公民科の歴史」を振り返る。 

事前学習 
公民科はいつからどのように登場したのか、調べてお
く。 

事後学習 本時の学習を振り返り学習内容の定着を図る。 

第２回 
公民科改訂の基本方針・趣旨・要点 
課題：公民科改訂の基本方針・趣旨・要点等
を中教審答申から始めて理解する。 

事前学習 テキストｐｐ１～２０を読んでおく。 

事後学習 本時の学習を振り返り学習内容の定着を図る。 

第３回 
公民科各科目の目標と改善の要点 
課題：公民科の目標・各科目の内容について
理解する。 

事前学習 テキストｐｐ２１～２６を読んでおく。 

事後学習 本時の学習を振り返り学習内容の定着を図る。 

第４回 

「現代社会」「公共」それぞれの科目の性
格と科目構成の比較 
課題：「現代社会」と「公共」の比較を通
して、「公共」の特徴について理解する。 

事前学習 テキストｐｐ２７～３４を読んでおく。 

事後学習 本時の学習を振り返り学習内容の定着を図る。 

第５回 
「公共」の実践事例の検討① 
課題：指導要領「公共」A（１）と A（２）
の授業事例を検討する。 

事前学習 事前に配布された公共の授業事例をよく読んでおく。 

事後学習 授業事例の特徴をまとめる。 

第６回 
「公共」の実践事例の検討② 
課題：指導要領「公共」A（２）と A（３）
の授業事例を検討する。 

事前学習 事前に配布された公共の授業事例をよく読んでおく。 

事後学習 授業事例の特徴をまとめる。 

第７回 
「公共」の指導案作り① 
課題：模擬授業を構想する。 

事前学習 指導案で取り上げる単元を考えておく。 

事後学習 指導案のつくり方を見直し、検討を加える。 

第８回 
「公共」の指導案作り② 
課題：模擬授業を構想する。 

事前学習 指導案の構想を行う。 

事後学習 指導の流れを確認する。 

第９回 
「公共」の模擬授業① 
課題：模擬授業を行う＜教材の開発＞ 
   授業の相互評価 

事前学習 模擬授業ができるよう準備する。 

事後学習 模擬授業の良さ、課題を整理する。 

第１０回 
「公共」の模擬授業② 
課題：模擬授業を行う＜資料の検討＞ 
   授業の相互評価 

事前学習 模擬授業ができるよう準備する。 

事後学習 模擬授業の良さ、課題を整理する。 

第１１回 
「公共」の模擬授業③ 
課題：模擬授業を行う＜ICT の活用＞ 
   授業の相互評価 

事前学習 模擬授業ができるよう準備する 

事後学習 模擬授業の良さ、課題を整理する。 

第１２回 
「公共」の指導① 
課題：「主として法に関わる事項」の指導
の在り方 

事前学習 テキストｐｐ５０～６０を読んでおく。 

事後学習 本時の学習を振り返り学習内容の定着を図る。 

第１３回 
「公共」の指導③ 
課題：「主として政治に関わる事項」の指
導の在り方 

事前学習 テキストｐｐ６０～６５を読んでおく。 

事後学習 本時の学習を振り返り学習内容の定着を図る。 

第１４回 
「公共」の指導③ 
課題：「主として経済に関わる事項」の指
導の在り方 

事前学習 テキストｐｐ６５～７３を読んでおく。 

事後学習 本時の学習を振り返り学習内容の定着を図る。 

第１５回 
「公共」の指導④ 
課題：「持続可能な社会づくり」について
の意見交換 

事前学習 テキストｐｐ７４～７９を読んでおく。 

事後学習 
「公共」を通して学んだことを踏まえ、グループで「持
続可能な社会づくり」について話し合いを行った結果、
相互評価を行う。 

 


